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中性子物質科学研究センター

パルス及び定常中性子源による物性研究を例とした
中性子科学ロードマップの重要性

平成28年12月27日（火），京都大学原子炉実験所

京大炉におけるビーム利用のための
次期中性子源の検討Ⅳワークショップ



物性科学 ー多彩な相互作用が織りなす世界ー
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電子の内部自由度とトポロジーの協奏
様々な物性・機能性が発現する

small science
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多は異なり … 電子の持つ多面性が顔を出す

多様性の科学

物性科学 ー多彩な相互作用が織りなす世界ー



電荷・磁気励起の研究（中性子・放射光X線）

銅酸化物高温超伝導体!スピンと電荷の結合系

スピン 中性子散乱スピン 中性子散乱

電荷  X線散乱

相補利用

small science
@large facility

電荷  X線散乱

ダイナミクス静的構造
発現機構の理解枠組みの設定

定常中性子源 パルス中性子源



静的構造，低エネルギーダイナミクス
定常中性子源での研究

自由度が高く小回りが効く、学生の貢献度も大きい自由度が高く小回りが効く、学生の貢献度も大きい



広エネルギー帯域ダイナミクス
パルス中性子源・放射光X線源での研究

硬X線散乱実験 SPring-8, 7days

軟X線散乱実験  ESRF(France), 6days

中性子散乱実験  J-PARC, 7days

K. Ishii, M. Fujita, Nature Commum. 2014

博士学生２名
修士学生１名

１7名のチーム

最先端研究が行える、大勢と共同研究ができる

中性子散乱実験  J-PARC, 7days

K. Ishii, M. Fujita, Nature CommumK. Ishii, M. Fujita, Nature Commum. 2014

博士学生２名
１7名のチーム



!大学研究グループのユーザー化（単発利用）

大学・大型研究施設間連携と量子ビーム利用

如何に持続した利用を推進するのか

物性科学（small science）の醍醐味は、自分の手と頭を使って
自分なりに問題の解決を目指すこと
物性科学（small science）の醍醐味は、自分の手と頭を使って
自分なりに問題の解決を目指すこと

中性子利用を取り巻く環境が多様化、複雑化するなかで、

!思わぬところからノーベル賞級の研究が現れる

"一人一テーマの研究遂行が難しい（マシンタイムの制限）
"独自の技術開発を行いにくい（予算規模の拡大）

大型施設において大学研究室は、

!ビジョンが必要（施設＋利用者）
如何に持続した利用を推進するのか

!ビジョンが必要（施設＋利用者）



金研機構マップ

構成委員５名
実務委員５名
運営委員１０名
技術職員１名

（平成!!年"月#日）
金研内にセンター設立

「東北大学金属材料研究所
中性子物質材料研究センター設置内規」

（設置）
第１条　東北大学金属材料研究所（以下「研究所」
という。）に、東北大学金属材料研究所中性子物質
材料研究センター(以下「センター」という。)を置く。

（目的）
第２条　センターの目的は以下の3つである。
(1)物質材料研究における中性子利用の促進、新しい
シーズ発掘と情報発信を行い、材料科学分野における
中性子プラットフォームの形成を担う。
(2)国内外関係諸機関との連携を通して中性子研究の
若手育人材育成に努めると共に、国際連携活動を推
進し、アジアにおける中性子分野の国際的研究協力
体制の構築に貢献する。
(3)J-PARC、JRR-3等に金研が設置した分光器の運
営と管理を行い、共同利用に供するとともに、非常
時等において関係機関との窓口となる。

東北大学金属材料研究所
中性子物質材料研究センターの設立



新技術の導入

架け橋

シナジー効果
セレンディピティー効果

金研管理の2台の
JRR3装置（理学部1台）

洗練された
入門機

専門的高度な研究トライアルユース･教育

トライアルマシンタイム
所内優先利用枠

プロジェクトテーマ発掘
若手の学校

最高性能を有する
専門機

東北大/KEKが建設中の
J-PARC装置

オールジャパンでの建設
海外研究者の招聘

マシンタイムのバーター

トライアルマシンタイム

東北大装置の活用
-人材の確保と育成・トップサイエンスの発信-

研究テーマの吸い上げ
新規分野の開拓



東北大装置の活用
-人材の確保と育成・トップサイエンスの発信-



中性子Practice Tour2014 

 @JRR3 ガイドホール
教育用装置の活用

HERMES-E
J-PARCツアー2016

東北大装置の活用
-人材の確保と育成・トップサイエンスの発信-

東北大学中性子散乱研究グループ連係 高エネルギー加速器研究機構大学等連携支援事業



東北大学金属材料研究所
中性子物質材料研究センターの10年計画（仮）

藤田着任（2014年）

多様性の確保には
計画性が重要

理念に即した新プランを作成中



会長、藤井保彦、第#期特別委員会、委員長：福永俊晴

会長、遠藤康夫、第!期特別委員会、委員長：金谷利治
包括的中性子利用のあり方について%最終報告書%&!''(%)*

会長、遠藤康夫、第)期特別委員会、委員長：金谷利治
包括的中性子利用を支える施設運営について
%中性子プラットフォーム構築へのロードマップ %$最終報告&!''+%"*

会長、山田和芳、第"期特別委員会、委員長：金谷利治
,%-./0$グランドデザイン策定に向けて最終報告書：
第"期大型施設共用問題特別委員&!''1%#'*

会長、山田和芳、第2期特別委員会、委員長：金谷利治
共用促進法に適合する装置選定にむけて&最終報告書*：
第2期大型施設共用問題特別委員会&!'#'%3%#)*

会長、金谷利治、第(期特別委員会、委員長：鬼柳善明
次世代研究用原子炉検討特別委員会&中間報告*4$
,%-./05678と共存する,//%)の役割と重要性&!'##%1%##*

会長、金谷利治、第(期特別委員会、委員長：鬼柳善明
次世代研究用原子炉検討特別委員会報告書&!'#!%#!%#'*

大型施設共用問題
特別委員会
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ピークの引き上げ

裾野の拡大

中性子利用プラットフォームの提言 広い学術分野と産業応用分野の裾野を
広げる汎用的で高性能な装置の提言

大型施設共用問題
特別委員会



次世代研究用原子炉検討特別委員会報告書 
ー次世代研究用原子炉の建設に向けてー

日本中性子科学会　平成24年12月



次世代研究用原子炉検討特別委員会報告書 
ー次世代研究用原子炉の建設に向けてー

先端技術の開発 
量子ビームの相補利用

ピークの引き上げ

学際領域の創生 
異分野融合

裾野の拡大

ピークの引き上げ

裾野の拡大

裾野の拡大

量子ビーム科学の推進
両者をつなぐ



複合量子ビーム施設

ユーザーの関わり方



大学と施設でのシームレス人材育成 
　　　すごい！（感動）　　　　　　　　ex. 施設見学@J-PARC　
　↓　楽しい！（実体験）　　　　　　　ex. サマチャレ@KEK
　↓　研究者になりたい！（夢）　　　　研究室（配属） 
　↓　知識を得たい！（目標と努力）　　コミュニティー, ex. 若手の学校 
　↓　研究者（実現）　　　　　　　　　研究室・施設

It takes a village（to raise a child）.　
コミュニティー全体が（研究者の成長に）関わる

量子ビームの特徴に合わせた教育

研究者の育成
教育者の育成 

俯瞰的視野を持つ者の育成

研究者の育成
教育者の育成 

俯瞰的視野を持つ者の育成

新分野創生
人材の輩出
組織の先導

肝要を見抜く
力の養成 
@ 大学

研究者の育成 新分野創生

　↓　知識を得たい！（目標と努力）　　コミュニティー, ex. 若手の学校 
　↓　研究者（実現）　　　　　　　　　研究室・施設

肝要を見抜く

　↓　楽しい！（実体験）　　　　　　　ex. サマチャレ@KEK学部生
　↓　研究者になりたい！（夢）
　↓　知識を得たい！（目標と努力）　　コミュニティー, ex. 

院生
　↓　知識を得たい！（目標と努力）　　コミュニティー, ex. 
　↓　研究者（実現）

若手研究者

定常中性子源＋パルス中性子源
　　　すごい！（感動）　　　　　　　　ex. 施設見学@J-PARC　

中高校生



1. コミュニティー　 
　・サイエンス分科会と装置分科会の活動推進
　・コミュニケーションの場の形成
　・活動・成果アピール（戦略的広報活動）

2. 中性子コラボラトリー　 
　・中性子源を基軸とする施設間連係
　・大学・施設連携によるシームレスな人材教育
　・産業界とのつながり
　・人材交流の仕組み

中性子科学会ロードマップ 
検討特別委員会

【 10年先の理想型を見据えた5年先の将来計画】
10年後：世界最先端の中性子科学（量子ビーム科学）の推進と継続的発展
５年後に向けた現状での問題点の整理と検討

3. サイエンス
　・科学の潮流を追う＋中性子科学の追求
　・次期大型プロジェクトの策定と提案
　・マルチ量子ビーム研究の推進

4. ヘッドクオーターの設置 

　・産業界とのつながり
　・人材交流の仕組み

ロードマップを作成中



ご静聴，ありがとうございました




